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2019 年度事業 進捗報告書（実行団体） 
 
● 提出日   ：2022 年 10 月 20 日 

● 事業名   ：復興＝防災の取り組みから安心してくらせるまちづくり事業   

● 資金分配団体：公益財団法人佐賀未来想像基金 

● 実行団体  ：一般社団法人おもやい  

● 新型コロナウイルス対応緊急支援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： ■有 ☐無 
 

① 実績値 

アウトプット 指標 目標値 

 

達成時期 現在の指標の達成状況 進捗

状況

＊ 

1.個別の再建・防災カルテ(武

雄市・大町町） 

カルテの枚数 30 枚 事業終了時 100％達成：36 枚 1 

2.障害のある方が安心できる避

難所ガイドライン 

作成する団体数 3 団体 事業終了時 60％達成：2 団体とコンタクト済

み。（作成は未実施） 

 

3 

3.防災イベント等の実施 実施回数、参加人数 3 回（年 1 回）、

のべ 100 人／回 

事業終了時 100％達成：2020 年から 3 回のお

もフェスの他、小規模イベント 8

回開催。のべ 1000 人以上参加 

 

1 

4.地区ごとの避難計画のモデル

事例創出（武雄市） 

生み出されたモデル事

例数 

1 事例 事業終了時 80％達成：１地区において地区避

難所に置く備蓄品等について検討

中。 

2 

5.水害に関する小冊子の作成 水害に関する小冊子の

完成 

1 種類 事業終了時 100％達成：現在印刷中10月28日

完成 

1 

6.担い手の確保 担い手の可視化、確保 1 名 事業終了時 100％達成：2020 年 4 月、1 名雇

用。2020 年 7 月、1 名追加雇用。

さらに 2022 年 4 月、1名雇用 

1 

＊進捗状況：1計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3計画より遅れている、4その他 
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② 事業進捗に関する報告 

1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の見込み 

2.概ね達成の見込み 

 

2.アウトカムの状況 

A：変更項目（おもやい＆さがつく 両者への相談：以下は変更の有無をどう判断しますか？） 

■変更なし ☐短期アウトカムの内容  ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐短期アウトカムの目標値 

5. 新型コロナウイルス感染拡大に対して、事業活動を行う際に工夫した点 

少人数でのサロンやイベント等、消毒や換気を行ないながら感染対策を行なって活動した。 

 

③ 広報 (※任意)メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 

 ＊佐賀県災害支援表彰 http://www.saga-chiji.jp/report/20220204-/#gsc.tab=0  

https://www.facebook.com/omoyaivc/posts/pfbid0vTjCx9d1SZTqrvEafbg3dBULuJ42oaXcWX7DKT1tHqWKiS49rukgiyczyNppPkonl 

＊地域再生大賞で優秀賞 被災者支援の「おもやい」（武雄市）表彰 佐賀新聞など地方紙４６紙と共同通信社 2022/02/17  

https://www.saga-s.co.jp/articles/-/812597 

＊「おもやい」常設の相談窓口開設 水害からコロナ禍を経て相談多様化 2022/07/29  https://www.saga-s.co.jp/articles/-/892537 

＊「水害は水が引いた後も大変」 知っておきたい被災者の経験 #災害に備える 2022/5/18  

  https://news.yahoo.co.jp/articles/c14f608dfbc3b34770e68d9920a84c11b7f594f6?page=1 


